
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































土地条件 優等地 優等地 劣等地
開拓の出発 明治期～（旧開） 大正期～（旧開） 戦後開拓も多し（新開）
配分面積（１戸当たり） 2.5ha ５ha ５ha(7.5haもあり）
１戸当たり規模 7.5～９ha 11～19ha 12～17ha
農 規模の地域差 （小規模） （中規模→大規模） （大規模）
業 高齢化の度合い 大 中 小
構 兼業化の度合い 大 中 小
造 農地流動化 貸借中心 売買・貸借の並進 売買中心
離農要因 高齢化・非農家化 高齢化・非農家化 高齢化＋負債処理
農業の担い手 少数の20ha以上層 10～15ha層 厚い10～15ha層
水稲
（食味） 最良食味米 良食味米 準良食味米
作 （単収水準） 高位・安定 高位・安定 中位・不安定
生産調整率 低 低 高
物 転作 そば，牧草，大豆等 そば，小麦，豆類等 小麦，大豆が支配的






















































































年次 上川中央 北空知 南空知
1965～70年 11.3 17.8 9.3
1970～75年 13.1 11.9 12.2
1975～80年 8.5 8.7 8.1
1980～85年 6.0 4.5 4.9
1985～90年 14.2 13.1 8.5
1990～95年 18.2 15.0 14.5
1995～00年 13.7 12.2 12.0



































































































































































































































































































































同居農業後継者がいる農家（％） 12.7 19.0 27.2
一世代 35.4 23.5 15.9
世代・世帯構成 世代構成（％） 二世代 39.1 43.4 45.0
三世代 25.4 33.1 39.2
総農家１戸当たり世帯員数（人） 3.3 3.7 4.2
受 男子生産年齢人口がいる専業 10.2 19.0 21.3
け 世帯主農業主のⅠ兼 20.3 34.4 39.6
手 　　　　　　　合 計 割 合 30.5 53.4 61.0
男子生産年齢人口いない専業 15.0 9.7 6.9
（％） 出 世帯主恒常的勤務Ⅱ兼 7.5 3.0 3.4
し 世帯主日雇い・臨時雇Ⅱ兼 1.9 0.8 1.0
手 世帯主自営兼業Ⅱ兼 0.7 0.1 0.1
層 自給的農家 12.4 11.8 8.1
土地持ち非農家 22.2 14.8 10.6
合 計 割 合 59.8 40.2 30.1
農業経営体・水田率（％） 83.1 85.5 92.0
10a当たり水稲単収(kg） 608 594 532
水稲 67.6 70.8 48.2
小麦 7.3 9.2 29.0
大豆 3.6 2.2 7.2
農業経営体・主要作物の作付け構成（％） 小豆 1.7 2.1 3.9
そば 6.2 11.3 0.4
露地野菜 4.8 1.0 5.6
施設野菜 1.1 0.4 0.3
稲作 62.9 81.4 63.7
麦類作 3.0 2.1 11.9
露地野菜 4.0 1.3 11.1
施設野菜 14.6 3.9 3.2
農家１戸当たり経営耕地面積 639 1,063 1,245
経営規模（a） 農業経営体１戸当たり経営耕地面積 792 1,234 1,404
田のある経営体の１戸当たり田面積 709 1,123 1,357
農家の借地面積率 31.3 20.0 11.6
農業経営体の借地面積率 31.3 21.7 11.5
農業経営体の水田借地面積率 34.2 20.4 11.5








階層構成 上川中央 北空知 南空知
１ha未満 0.8 0.2 0.1
１～３ha 5.8 0.9 0.5
３～５ha 10.8 2.7 1.9
５～7.5ha 11.5 6.0 5.8
販売農家
7.5～10ha 8.6 9.4 9.3
10～15ha 15.6 26.0 22.0
15～20ha 13.7 22.9 20.7
20～30ha 15.6 19.3 21.9
30～40ha 7.9 5.5 9.7
40～50ha 4.1 2.5 3.6
50ha以上 5.6 4.7 4.5
１ha未満 0.7 0.3 0.1
１～３ha 5.4 0.9 0.4
３～５ha 10.0 2.6 1.8
農業経営体
５～10ha 18.9 14.8 14.2
10～20ha 27.6 47.1 40.2
20～30ha 14.8 18.9 20.7
30～50ha 12.0 7.9 13.1























































































































































































































経営面積階層 当麻町 深川市 北村 当麻町 深川市 北村 当麻町 深川市 北村
例外規定 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0
0.3～１ha 0.0 4.0 2.8 0.0 0.1 0.0 0.7 0.4 0.1
１～３ha 0.5 3.4 6.3 0.1 0.3 0.3 6.2 1.6 0.3
３～５ha 3.7 5.0 0.0 2.1 1.3 0.0 15.9 5.0 1.7
５～7.5ha 13.1 9.4 0.7 7.3 6.1 0.8 15.812.3 7.6
7.5～10ha 23.916.4 1.0 10.213.7 3.2 12.115.819.0
10～15ha 41.823.3 4.7 20.343.630.213.835.339.6
15～20ha 41.224.112.520.724.135.914.318.917.7
20～25ha 50.421.616.919.1 6.8 21.510.7 6.0 7.9
25～30ha 50.916.411.9 6.1 1.1 5.4 3.4 1.3 2.8























































































































































































































(人) （戸） 出稼ぎ （％） （％） （a）（％） （％）
19704.92,58160.1 - － 25.514.48.7 3.3 2.4 - 20.4393 - -
19754.52,23244.239.74.539.116.710.23.9 2.6 - 13.5451 3.2 3.2
19804.42,0337.031.85.246.916.19.1 3.8 1.1 - 8.9501 4.9 4.1
19854.22,00241.033.37.744.614.48.8 1.7 1.0 - 1.5560 5.8 5.2
19904.11,7238.730.48.347.513.97.4 3.1 0.5 - 13.9657 10.39.8
19953.91,47637.026.710.348.015.08.8 2.7 1.0 - 14.3736 14.314.8
20003.71,32831.320.610.745.08.4 4.4 1.4 0.515.410.0798 19.018.9


















































































































































階 農 経 家
層 営 所 借 貸 の 世 水
区 家 面 有 うち 付 後 帯
分 積 地 地 通い 地 継 員 計 小麦 小豆 大豆 長ネギ
No. 者 （人） 男 女 男 女 男 女 稲
1936820116 ○ 562Ａ 58Ａ29aa 83 8063518510170 10
2903627276276 － 837Ａ35Ａ 64ａ 770170 70 70 20 10
7.5～10ha 3891891 － 636Ａ33Ａ 67 6571616472 92
4852732120 ○ 6 63Ａ40Ａ37Ａ 58127118180 10
5805805 － 642Ａ39Ａ 77 63016460 94 10
6690690 － 450Ａ49Ａ 76a567123 10815
764560837 37 － 636Ａ36Ａ 64a59a52412112 88 7 16
8600600 ○ 648Ｂ46Ａ24Ａ，20，16 7248811244 62 6
9593593 ○ 455a52Ａ25aa 80 44215118 75 10 2
５～7.5ha1057149774 － 247Ａ47Ａ（男20：登別市） 461110100 10
11534534 ○ 2 60Ａ38Ｂ 48196 66 30
12524524 × 257Ａ54Ａ（男32：岩見沢市） 42896 60 36
13522522 × 356Ａ55Ａ（男23：旭川 84 42696 74 19 3
14520520 － 739Ｃ38Ａ 65Ａ59Ａ42793 31 56 6
15465465 ○ 659Ａ55Ａ29Ａ28Ａ ･･･ ･･･
16441441 ○ 2 56Ａ30a 36081 30 30 21
17440440 ▲ 256Ｃ53Ａ（女25：札幌市） 0 44031711013
18412532 120▲ 256Ｃ53Ａ（女33：市内） 0 412250150
1937735621 × 249Ａ48Ａ（男26：札幌市） 29879 79
20302302 × 267Ａ65Ａ（男38：札幌市） 25448 48
21298298 ○ 3 27Ｃ（男36：旭川市65Ａ62Ａ24157 52 5
22249249 ▲ 252Ｃ51Ａ（女25：札幌市） 0 24918366
23 0 116 116農家No.１への貸付け （集落内在宅）
24 0 74 74農家No.10への貸付け（集落内在宅）









































































（a） （km）（万円） 農地処分の事情 処分後の階層
No.６ 1 1989売却 487.5～10haNo..５ 0.260.0・耕作不便地のため ５～7.5ha ・団地化のため
No.７ 2 1989売却 537.5～10haNo..５ 1 58.0・耕作不便地のため ・団地化のため
3 〃 〃 54５～7.5haNo.６ 0.160.0隣家・隣接地 〃
No.174 1991貸付 86５～7.5haNo..７ 0.32.5 ・集落内調整
5 〃 〃 837.5～10haNo.３ 0.52.3 ・集落内調整
集 6 〃 売却 141 ･･･ 集落外Ａ ･･･ ･･･ ･･･
7 〃 〃 118 ･･･ 集落外Ｐ ･･･ ･･･ ･･･
落 No.188 1992貸付 208 ･･･ 集落外Ｑ ･･･ ･･･ ・血縁関係者
101993〃 192 ･･･ 〃 ･･･ ･･･ 〃
内 No.1911989売却 356５～7.5haNo..７ 隣地 58.0・世帯主の死去 全地売却 ・隣家・隣接地
No.20121991貸付 42３～５haNo.15 0.23.0・高齢化，労力不足 ３ha未満 ・農委会斡旋
No.21141991貸付 777.5～10haNo..５ 0.82.8 ・購入した残り
15 〃 売却 90 〃 No..５ 0.854.5 ・元，相対借地
16 〃 〃 81 〃 No..３ 隣地 54.0 ・集落内調整
No.2201991貸付 1227.5～10haNo..４ 0.12.3 土地持ち非農家 ・集落内調整
211993〃 147 〃 No..４ 0.12.7 〃
No.24171989売却 74５～7.5haNo..10･･･ ･･･・全地貸付→全地売却全地売却 ・借地を購入
No.25181990貸付 21５～7.5haNo..７ 隣地 2.8・前借地人（No.19）死亡土地持ち非農家 ・隣接が要件
No.23191993売却 1167.5～10haNo..1 0.555.0・貸付→売却→市街地全地売却 ・借地を購入
Y氏 221992貸付 1717.5～10haNo..２ 0.62.8・後継者不在→離農 土地持ち非農家 ・相手の指名




































































































































































































農 営 借 貸 農 増 借 貸
家 面 付 家 付















6 690 6 696 6
7 64537
8 600 9 593
























18 0 △412 532
22 0 △249 249








   ３） 罫線の動きは経営面積の階層間の移動を示す。














































階 農 経 家
層 営 所 借 貸 の 世 水
区 家 面 有 うち 付 後 帯
分 積 地 地 通い 地 継 員 計 豆類 長ネギ 花 メロン
No. 者 （人） 男 女 男 女 男 女 稲
21,220627593593 － 842Ａ40Ａ 69a 1,19525 12 10
41,104703401 ○ 545Ａ42Ａ 16 68Ａ1,08420 20
51,07399677 ○ 547Ａ44Ａ 17 82 1,0730
31,05597283 － 641aa38Ａ 72 701,03916 16
7 967881107 － 641Ａ41Ａ 69a64a802165 132 8 15
1 936936 － 734aa31 67Ａ63Ａ895 41 5 20 16
6 696696 × 355Ａ54Ａ（男19：札幌市） 81a696 0
9 593593 － 430a 60Ｂ57a563 30 30
8 583583 ○ 553aa51Ａ29aa26a 77553 30 30
10571571 ○ 352Ａ52Ａ25Ｃ 571 0
５～7.5ha11534534 － 243Ｂ 65a534 0
12524524 × 262Ａ59Ａ（男37：岩見沢市） 524 0
13520520 × 362Ａ60Ａ（男28：旭川市 89 520 0
14520520 ○ 644Ｃ43Ｂ 16 70Ａ64Ａ520 0
1550746542 － 734Ａ33Ａ 64aa60Ａ440 67 67
３～５ha 16 441441 － 235Ａ 61Ａ378 63 36 27 13
20240282 42× 272Ａ70Ａ（男43：札幌市） 240 0
21 40 117 77× 270Ａ67Ａ（男41：旭川市） 40 0
18 0 532 532× 2 61 58現在無職・年金生活 （集落内在宅）
22 0 249 249× 257Ｃ 56世帯主ゴルフ場臨時雇 （集落内在宅）
17 0 169 169× 261Ｃ 58世帯主タクシー運転手 （集落内在宅）
25 0 21 21以前の借り手（農家No.19）が離農したため，農家No.７へ貸付けている（農家No.19の土地も合わせ）。
19 0 0 0 × 1 53不明 （市街地転居）
23 0 0 0116aの全地貸付から，当の借り手（農家No.１）へ全地売却（市街地転居）



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































農 営 借 貸 Ｆ・Ｓ の 世 稲作主要機械装備
家 面 通 付 構成 後 帯 主世代 後継者世代 親世代
No.積 い 員 継 員 トラクタ 田植機 コンバイン 乾燥機
地 地 地 者 (人） 男 女 男 女 男 女
1 2,7481,370 ● － 6 41aa40a16Ｄ14Ｄ7571100,64,35ps８条×１Ｒ･Ｃ利用Ｒ･Ｃ利用
2 2,429210656 ● － 5 43Ａ45Ａ14Ｄ18Ｄ 70100,60,42ps８条×１Ｒ･Ｃ利用Ｒ･Ｃ利用
3 1,341 ● － 6 32B30 68a61a60,56,30ps６条×１４条×１53，40，33石×2
4 1,309 ● ○ 4 53aa54a22Ｃ20Ｃ 82,30ps６条×１４条×１32石×４
5 1,271235 ○ 5 53aa49aa20Ｃ 807878,43ps６条×１４条×１45，35，38石
6 1,257283507 ○ 3 67Ａ62a37Ａ 85,79,79ps６条×１Ｒ･Ｃ利用Ｒ･Ｃ利用
62,36ps
7 1,201 ● ▲ 5 52aa53a 25Ｃ807879,30,64ps６条×１４条×１43石×３
8 1,162 ○ 7 45aa42a16Ｄ18Ｄ747141,63,85ps６条×１５条×１40，38，38石
9 1,003 － 5 35B32 69B64a42,65,60ps６条×１４条×１43石×２，50石
10 940 ○ 4 36Ｂ 66Ａ62a62，35ps６条×１４条×１32石×２
11 807193 × 4 53aa51a 19Ｄ 7556,43ｐｓ６条×１Ｒ･Ｃ利用Ｒ･Ｃ利用
12 669 × 4 54Ａ52a 77a7763,48,31,27ps６条×１４条×１31石×２
13 657190 × 5 53aa50a 26Ｃ827848ps ６条×１４条×１33石×２
14 647 － 3 37B34a 6149,28,26ps６条×１４条×１50，36石
15 618 ○ 7 52aa48a20Ｄ21Ｄ787635,70ps６条×１４条×１35石×２
17Ｄ
16 570 × 2 65Ａ65a 72,35,52ps６条×１４条×１31石×２
17 471 ▲ 6 52B51a 15Ｄ827765,35ps４条×１４条×１32石×２
18 395 ▲ 4 52Ｂ姉56a 747064,35ps６条×１４条×１32，42石
19 324 × 2 59B56B 72,54ps８条×１４条×１31石×２





























































農 営 圃 団 最 水稲 生産 生産調整
家 面 場 地 遠 調整 計 秋 春 大豆 小豆 ｴﾝ野菜・その他
No.積 枚 数 距 率 小麦 小麦 ﾊﾞｸ
数 離 （％）
1 2,748627 1.7km1,34850.91,4001,152 241 ﾎｳﾚﾝｿｳ7
2 2,429484 1.8km99858.91,4311,003 392 36(ﾊｸｻｲ98:小麦後作)
3 1,341332 0.7km85536.2486218 19573
4 1,309121 隣接 57456.1735 384100 定着除外251
5 1,271203 1.7km70644.565 342100 定着除外123
6 1,257294 １km 55156.2706308 121139 牧草148（馬２頭）
7 1,201182 0.2km70841.04931324228435
8 1,1622 2 0.4km64444.6518401 5222ｷｬﾍﾞﾂ14，ｶｽﾐ草・ｸﾗｼﾞｵﾗｽ29
（ｷｬﾍﾞ ﾂ36，ﾊｸｻｲ36：小麦後作）
9 1,003101 隣接 61039.2393 393
10 940311 隣接 56739.7373120 118135
11 807172 1km35755.8450295 56 99ﾊｳｽﾒﾛﾝ99：ｴﾝﾊﾞｸの後作
12 669112 0.5km36845.0301 164119ｲﾁｺﾞ 18
13 657153 2.5km46922.2146 2 1 78ｶﾎﾞﾁｬ47，ｲﾁｺﾞ ・ｱｽﾊﾟﾗ・ﾄﾏﾄ18
14 647132 1.3km22764.9420150 26010
15 618181 0.3km38437.9234 83 12427
16 570191 0.3km40129.6169 87 牧草82（繁殖和牛，馬：若干頭数）
17 4719 3 0.8km27741.2194 190 ﾄﾏﾄ.4
18 395111 隣接 32118.774 74
19 3248 1 0.4km8972.5235 235



































































農 営 水稲 転作 野菜等 転作助 兼業 　　　に占める
家 面 作物 成金 収入 Ｂ+Ｄの Ｄの
No. 積 （万） （万） ウエイト ウエイト
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （％） （％）
1 2,7481,3001,0705 900130 60.227.5
2 2,4291,200800 2401,000 55.630.9
3 1,3411,000344 260200 37.716.2
4 1,309780 350 29 238 85 42.117.0
5 1,271800 300 200120 38.515.4









農 営 水稲 転作 野菜等 転作 兼業
家 面 作物 助成 収入
No. 積 金（万） （万）
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ）
11 807 400 386 500*注） 70～80
12 669不明 不明 800 不明






























































1 1990年高齢化 在村（集落内） 311 22080歳代妻のみ（主死去） 村内福祉施設入居中＋年金
2 1993年高齢化 在村（集落内） 598 070歳代夫婦のみ 農業者年金＋農業臨時雇
3 1992年高齢化 在村（？） 486 070歳代夫婦のみ 用排水路の管理＋年金
4 2000年金受給 在村（集落内） 421 060歳代夫婦のみ 商店経営＋農業者年金＋農業臨時雇
5 1976年兼業専念 在村（集落内） 30 0現，主65歳＋息子夫婦 農年未加入者。国民年金，厚生年金
6 1998年兼業専念 離村（岩見沢市） 1,032 0主60歳代＋息子30歳代 土木建設業（岩見沢市に家新築）
7 1990年離農勧告 離村（岩見沢市） 792 0後継者不在の60歳代主死去残りの家族員→岩見沢市に在住
8 2001年高齢化 離村（江別市） 500 070歳代夫婦のみ 年金生活
9 1989年高齢化 離村（札幌市） 412 0当時，60歳夫婦のみ 年金生活
10 1980年高齢化 離村（小樽市） 150＋α 0後継者不在の高齢夫婦 年金生活
















































家 事 年 勤務・他出先 勤務先 勤務状況 年間収入
層 No.者 齢
20ha以上1 主 41 札幌市 看板制作会社 11月～12月25日 60万円
村内，岩見沢市除雪 12月～２月 70万円
3 主 32 岩見沢市 重機会社 夏期，冬期（半年間） 200万円
4 主 53 在宅 土木・事務作業 ９月～11月 85万円
後 22 岩見沢市 ＪＡ 恒常的勤務 ・・・・
10～15ha5 主 53 美唄市 土木建設業 ６月～12月 120万円
後 20 村内 役場 恒常的勤務 ・・・・
7 主 52 岩見沢市 ＪＡ 臨時的勤務（役職付き） ・・・・
8 主 45 岩見沢市 土木建設業 夏期，冬期計45日間 ・・・・
9 主 35 岩見沢市 土木建設業 ６月10日～（240日間）200万円
11 主 53 村内 土木建設業 ８月20日～８月30日70～80万円
札幌市 パチンコ改造 10月中旬～40日間 上記に含む
５～10ha13 主 53 村内 土木建設業 年間90日間就業 135万
14 主 37 自営兼業 土木建設業 農繁期以外 １千万円
15 主 52 岩見沢市 土木建設業 ６月～11月（120日間）130万円
17 主 52 江別市 土木建設業 ５月～冬期 120万円
３～５ha19 主 59 岩見沢市 土木建設業 臨時的勤務（日給月給）200万円
20 主 50 岩見沢市 土木建設業 ９月～３月（３ヶ月） ・・・・
その２　他出
階 農 従
家 事 年 勤務・他出先 勤務先
層 No.者 齢
11長男 27 東京都 コンサルタント会社
次男 24 札幌市 土木コンサルタント会社
５～10ha
12長男 23 大阪府 空調会社
次男 21 札幌市 食品会社
13長男 29 鳥取県 会社員
⑯ 長男 39 内地 音信不通
第Ⅳ－６表　　農家世帯員の他産業従事状況（男子）
16










































































































農 営 移 発生 面積 地価
家 面 動 年次 ・地代 距離 集落 分割取得
No.積 No. （a)（万円）
1 2,748購入 1 1986392 52▲借地→購入 1.0kmＳ１ ○ × 世帯主死去・農年 岩見沢市
2 1997690 50○公５年 1.4kmＳ３ × 年金受給・夫婦のみ 在村
3 2000421 40○公10年 0.8kmＳ１ × 金受給・夫婦のみ 在村
4 2000452 40○公10年 0.4kmＳ４ ◎２戸（Ａ） × ･･･ ･･･
5 2001228 52○公３年 1.７kmＳ３ × 世帯主死去・単身世帯 在村
2 2,429購入 1 198720360.5 ー 0.8kmＳ４ ◎３戸（Ｃ） × 兼業農家，全面転作 ･･･
2 1990400 50 ・・・ 0.6kmＳ１ × ＪＡよりの離農勧告 在村
3 1994181 50○公３年 1.1km〃 〃 〃 〃
4 1997146 42○公５年 1.0kmＳ１ ◎３戸（Ｂ） × 高齢化・他産業従事 岩見沢市
5 1998210 36▲借地→購入 1.8kmＳ３ × 世帯主死去 ･･･
借地 ① 2000656 1.7●利３年 隣接 Ｓ１ ○ 労力不足，集約作特化 在村
3 1,341購入 1 1970352 16 ー 隣接 Ｓ１ × 世帯主死去 札幌市
2 1983115 ･･･ ー 隣接 Ｓ１ ○ × 高齢化・夫婦のみ 在村
3 1986169 71 ー 0.7kmＳ１ ◎３戸（Ｄ） × 世帯主死去・単身世帯 在村
4 1998483 40○公５年 隣接 Ｓ１ ○ × 高齢化・夫婦のみ 在村
4 1,309購入 1 1998251 12○公５年 隣接 Ｓ１ ◎３戸（Ｂ） × 兼業専念 岩見沢市
2 1998149 37○公５年 隣接 〃 〃 〃 Ｆ・Ｓでの受託から 〃
5 1,271購入 1 1994123 35代替地取得 隣接 Ｓ１ ○ ○ 自作農（河川改修） 在村
2 1995235 40 ・・・ 1.７kmＳ６ × 後継者不在高齢化 ･･･
3 1998305 42○公５年 隣接 Ｓ１ ◎３戸（B） × 兼業専念 岩見沢市
6 1,257借地 ① 1990220 1.7●利５年 800mＳ１ ◎３戸（Ｄ） × 世帯主死去・単身世帯 在村
② 1993141 1.7●利３年 １km Ｓ６ × 世帯主死去・単身世帯 江別市
③ 2001142 1.7●利３年 １km 〃 〃 〃 〃
7 1,201購入 1 1992486 51 隣接 Ｓ１ 高齢化 在村
8 1,162購入 1 1992190 50 ・・・ 隣接 Ｓ１ × 高齢化 江別市
2 2001310 39 ・・・ 隣接 Ｓ１ 〃 〃 〃
9 1,003購入 1 1973254 20 ー 隣接 Ｓ６ × 見切り離農 札幌市
2 1989412 50 ー 隣接 Ｓ１ ○ × 高齢化 札幌市
11 807購入 1 1980193 82 １km Ｓ３ ･･ ･･
12 669購入 1 198150 92交換分合 0.5kmＳ１ ○ 自作農 在村
13 657購入 1 197519047.8 ー 2.5kmＳ４ ○ × 兼業専念 ･･･
14 647購入 1 1980150 70 ー 隣接 Ｓ１ ◎不明（Ｅ） × 後継者不在・高齢化 小樽市
2 1991280 39○公10年 隣接 Ｓ１ ○ 後継者不在，規模縮小 在村
売却 1 1994123 35代替地取得 隣接 Ｓ１ ○ 自作農（河川改修）
17 471購入 1 197630 100 ー 隣接 Ｓ１ × 兼業専念 在村
19 324購入 1 1979142 94 ー 隣接 Ｓ１ ◎３戸（Ｄ） 労力不足 在村
売却 1 1991280 39○公10年 Ｓ１ 高齢化・労力不足
2 197980 90交換分合 Ｓ１ 交換分合



































































































































家 面 構成 現在 就業 同 他 将来志向 売買・貸借 集積先
No.積 員 年齢 可能 居 出
(a) 年齢 者 者
1 2,748● 41 － 拡大 4,000購入・借入 Ｓ地区内
2 2,429● 43 － 拡大 3,429購入 Ｓ地区内
3 1,341● 32 － 現状維持 －
4 1,309● 53 ？ ▲ 現状維持 －
5 1,271 53 65▲ × 拡大 2,000借入 Ｓ地区内
6 1,257 67 ？ ○ 現状維持 －
7 1,201● 52 65 × 現状維持 －
8 1,162 45 65▲ 現状維持 －
9 1,003 35 － 拡大 2,000購入 集落内
10 940 36 － 現状維持 －
11 807 53 ？ ▲ 現状維持 －
12 669 54 65 × 離農 0売却
13 657 53 70 × 拡大 857購入 集落内
14 647 37 － 拡大 2,000借入 Ｓ地区内
15 618 52 ？ ▲ 現状維持 －
16 570 65 65 離農 0売却（負債整理）
17 471 52 65▲ 現状維持 －
18 395 52 ？ ･･･ ･･･ 離農 0売却
19 324 59 65 × 離農 0売却


































10 940 → ･･･
11 807 → 現状を維持する。
12 669 → 年金受給年齢で離農する。地価に関係なく売却（その方が未練残らない）。
13 657 ↑ ２ha購入するが・・・。労力不足となれば，野菜作は停止する。
14 647 ↑ 兼業があっても，20ha（水稲10ha+転作10ha）なら可能である。
15 618 → 子弟の進学もあり，規模拡大しないことに決めている。
16 570 離農 買い手を探索中である。農業者年金が受給できないのは困る。
17 471 → 兼業収入を増加させる。土地を増やすと兼業に支障をきたしてしまう。
18 395 → 60～65歳で離農し，土地を手放す（売却によって処分する）。
19 324 離農 ･･･




































































































































































































































































































































































農 経 転 田 　10a当たり収量 （参考）集落平均
営 作 畑 との収量差
家 面 田 輪
No. 積 固 換 水稲 秋小麦 春小麦 大豆 小豆 秋小麦 大豆
定
1 2,748 ○ 7.3俵 10.2俵 ４俵 ＋1.2俵
2 2,429 ○ 7.3俵 ９俵 ４俵 ＋０俵 ＋０俵
3 1,341○ ○ 6.5俵 ７俵 3.8俵 5.5表 －２俵 －0.2俵
4 1,309○ 8.5俵 12.5俵 ４俵 3.8俵 ＋3.5俵 ＋０俵
5 1,271○ ○ ７俵 ２俵 ４俵 ５俵 ＋０俵
6 1,257 ○ 7.5俵 ６俵 3.5俵 3.5俵 －３俵 －0.5俵
7 1,201○ 8.2俵 11.7俵 7.8俵 ４俵 ２俵 ＋2.7俵 ＋０俵
8 1,162 ○ 不明 不明 不明 不明 不明
9 1,003 ○ 5.8俵 ４俵 ＋０俵
10 940 ○ 不明 ９俵 4.8俵 ５俵 ＋０俵 ＋0.8俵
11 807 ○ ○ 6.5俵 9.5俵 4.5俵 ＋0.5俵 ＋0.5俵
12 669 ○ 8.1俵 ３俵
13 657 ○ ○ 7.1俵
14 647 ○ 8.5俵 ９俵 ４俵 1.5俵 ＋０俵 ＋０俵
15 618 ○ 不明 10俵 ４俵 ＋１俵
16 570 ○ ○ 7～7.5俵 3.5俵
17 471 ○ 7～8俵 ４俵 ＋０俵
18 395○ 不明 ５俵 －４俵
19 324 ○ ３俵 ４俵 ＋０俵



































































































































































































































































































































































































































   The result of review in this report can be summarized 
as follows. 
   First, the attainment point of an agricultural, 
structural change and the regionality were clarified. 
   Smal number of projecting large-scale management 
develops at the Kamikawa central region. Under the 
progress of active farmland letting and hiring, the 
hierarchy organization is remarkable the two poles 
diferentiation. The area share of management scale 
40ha and 50ha or more exceeds the north Sorachi 
region and the south Sorachi region, there.
   The buying and selling, and the lending and 
borrowing of the farmland progress, in the north 
Sorachi region. It was in the hierarchy organization 
with a thick interlayer there. However, the hierarchy 
organization diferentiates rapidly, after the latter half 
of the 1980's. Recently, only management scale 15ha 
or more increases. 
   The management scale is large, a ful-time farmer is 
also thick, and the scale expansion by purchase is 
remarkable, in south Sorachi region. There, the layer of 
large-scale 20ha or more and 30ha or more increases 
the thickness, as a change in the hierarchy 
organization. 
   Secondarily, the factor and the feature of the 
hierarchical composition diferentiation of "Farming 
affair union type" village were clarified, for the 
medium-scale rice field zone (north Sorachi and 
Fukagawa City). 
   The vilage was in a middle-class farmer layer thick, 
and same quality composition there. However, the 
change appeas, at the period of the latter half of the 
1980's. The same quality had colapsed in the vilage 
because of an increase such as aged farmers. And, a lot 
of agd farmers abndon farming, at the period of the 
first half of the 1990's. The farmland supply and 
demand structure has been eased, at the same time. 
Such an inside, the hierarchy organization in the vilage 
also started differentiatng, by progress of leased land.
   Moreover, The farmland adjustment by the vilage 
(priority to adjacent farmer and smal-scale farmer, for 
acquisition of abndoning farming site) was backward. 
On the other hand, the progress of the farmland 
adjustment was seen by the scale expansion farmer 
group. The particular under, the leased land relation 
has changed into the buying and seling. In addition, 
those who abandon farming have removed still. 
   Thirdly, the feature of the succession of the farmer 
and the farmland, in "Development type in postwar 
days" vilage was clarified, for the large-scale rice field 
zone (south S rachi and Kitamura). 
  The landed farmer family of a large scale and n 
agricultural principal occupation develops, and the 
third generation home is also thick, there. However, 
the diferentiation of the hierachy organization is being 
begun, by a layer where making to a large scale is 
advanced and other layers.
    Labor market is narrow-minded in the region. There 
the removal according to abndoning farming stands 
out, and management successor's absence begins to 
stand out, too. Many of those who abndon farming are 
successor absent farmers, and there are a lot of those 
who remove by the clearance of the farmland, too. As a 
result, the same quality has been maintained as a 
Changing of agricultural str c e and rural society in Hokkaido rice field zone
－For north Sorachi and the south Sorachi region－
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landed farmer group of the third generation home. 
However, management successor's absence is seen, 
and an aged farmer begins to be formed. 
   The buying and seling is active in the farmland 
fluidizing. The lower farmer group sells off the 
farmland, abndons farming, and the scale expansion 
farmer group (Reach outside the vilage) is buying the 
farmland. In that case, the farmland adjustment by the 
vilage is seen. The abndoning farming site is divided, 
and the farmland consolidation to the scale expansion 
farmer group is done. Farmer's basic action standard is 
self-made continuance by the scale expansion (farmland 
purchase), or a farmland clearance to abandon farming. 
   It is possible to say as folows above. The high 
fluidity of the farmer and the farmland can be pointed 
out together, in both regions. First of al, the base of 
the farmer succession is weak. Always, The farmer is 
exposed to the danger of successor's absence and 
abandoningarming (removal). That is, it is a direction 
to the household disappearance, in the farm vilage. 
Next, the base of the farmland succession is weak. 
There, at time when the management succession was 
abandoned, it leads to the abndonment of the farmland 
ownership. Thus, the mobility of farm and is high. 
   The research topic in the future is the folowing 
respect. It is directionality of the farmland letting and 
hiring. The lending farmland has shifted to the farmland 
clearance. However, the lender is always reproduced. 
Moreover, it is grouping of the frmland. Thearmland 
fluidizing reaches outside the vilage, and the range of 
accumulation is extended. However, it is caught as a 
problem of the farmland decentralization. 
　本報告における検討結果は次のように要約できる。
　第１に，農業構造変化の到達点とその地域性を明
らかにした。
　上川中央では少数の突出した大規模経営が展開し
ている。活発な農地賃貸借の進行下で階層構成も両
極分化が著しく，40ha，50ha以上の面積シェアは北
空知，南空知を上回る。
　北空知では農地の売買・貸借が同時に進行してき
ている。同時に中間層が厚い構成にあったが，1980
年代後半以降は急速に分化し，最近では15ha以上層
のみが増加している。
　南空知では規模の大きい専業的担い手層も厚く，
購入による規模拡大が顕著である。階層構成の変化
としても，より大規模な20～30ha層が厚みを増して
いるのである。
　第２に，中流域・中規模水田地帯―北空知・深川
市―を対象に農業構造変動の端緒を示した「農事組
合型」集落の階層構成分化の要因と特徴を解明した。
　そこでは1980年代後半期，農村集落は高齢農家，
兼業化の増加により，中農層の厚い自作農集団とし
ての等質性が崩れていた。そして，1990年代前半期
になると，同農家群の離農，農地供給が進み，農地
需給構造も緩和したのである。こうした下，農地移
動における集落内の自己完結性も崩れ，借地進展に
よって階層構成も分化を始めたのである。
　同時に，集落による農地調整（離農跡地の隣接農
家，小規模農家への優先）の後退，反面での担い手
農家群による農地調整の進行も見られた。また，そ
の借地関係にしても売買に至る性格にあり，依然と
して離農者の離村も見られる。
  第３に，下流域・大規模水田地帯－南空知・旧北
村－を対象に「戦後開拓型」集落における，農家・
農地の維持継承に関する農村社会の特徴を解明した。
　そこでは大規模な専業的自作農家群が展開してお
り，専業的な三世代構成農家も厚い。ただし，より
大規模化を進める層と，それ以外の層とに階層構成
の分化が開始されている。
　労働市場が狭隘な下，離農形態では離村，農家就
業面では後継者他出も目立ち始めている。離農者の
多くは後継者不在農家であり，農地売却を通した離
村者も多い。これにより，三世代世帯の多い自作農
集団として等質性が維持されてたのである。だが，
後継者の他出も見られ，高齢農家も形成され始めて
いる。
　農地流動化では売買が活発であり，下層農家の売
却離農が進むとともに，担い手農家群では集落外に
も及ぶ農地購入によって規模拡大が進行している。
その際は集落による農地調整もあり，離農跡地の分
割を通した団地的配分も見られる。同時に，規模拡
大－農地購入－による自作継続か，離農売却かが農
家の基本的行動基準としてある。
　こうした下，両地域に共通するのは農家，農地の
流動性が高い点である。先ず，農家継承の基盤は脆
弱である。常に後継者他出と高齢化，離農と離村－
農村内における家の消滅の危険にさらされている。
次いで，農地の継承基盤も脆弱な様相にある。そこ
での農地は経営継承を断念した離農時に農地所有の
放棄にも繋がり，移動性を高めている。
　今後の課題としては次の点が指摘される。それは
農地賃貸借展開の方向性であり，その貸付地は売却
に移行していると言えども，常に土地持ち非農家は
再生産されているのである。あわせて農地の面的集
積である。集落を越えた農地流動化が見られ，その
範囲は広域化しているが，その進行は農地の分散問
題としても捉えられるのである。
北海道水田地帯における農業構造の変化と農村社会
－北空知，南空知地域を対象として－
